○嘱託員等の給与等に関する条例
制　定　平成23年３月28日条例第１号
改正　平成25年11月29日条例第４号
　（目的）

第１条　この条例は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第203条の２の規定に基づき、他の条例に定めるもののほか、事務又は業務の委嘱を受けた嘱託員等（地方公務員法（昭和25年法律第261号）第28条の５第１項又は第28条の６第２項に規定する短時間勤務の職を占める職員を除く。以下同じ。）の報酬及び旅費について必要な事項を定めることを目的とする。

　（報酬の支給）
第２条　嘱託員等の報酬は、予算の範囲内において組合長の定めるところにより支給する。
２　報酬の支給方法については、一般職の職員の給与に関する条例（昭和47年滝川地区広域消防事務組合条例第６号）の例による。

　（費用弁償の支給）

第３条　嘱託員等が公務のため旅行したときは、その旅行について費用弁償として旅費を支給する。
２　前項の規定により支給する旅費の額は、職員等の旅費に関する条例（平成11年滝川地区広域消防事務組合条例第４号）に定める級別区分５級による額とし、その支給方法等については、同条例の例による。
　　　附　則

　（施行期日）

１　この条例は、平成23年４月１日から施行する。

　（滝川市の条例の準用に関する条例の一部改正）
２　滝川市の条例の準用に関する条例（昭和56年滝川地区広域消防事務組合条例第４号）の一部を次のように改正する。
　　（内容～要略）
　　　附　則（平成25年11月29日条例第４号）
　（施行期日） 

１　この条例は、公布の日から施行する。
